
 

 

 

 

 

第 80 回（平成 24 年 12 月 12 日）定例会の講演要旨 

「手稲区介護予防センター」の現況について 
センター相談員 戸谷 慎子氏   

 手稲中央・鉄北介護予防センター所長 勝美氏のご挨拶につづき、戸谷氏の表やグラフ、数字をもとに

した資料や現況報告など もりだくさんの講演でした。 

 開口一番「介護センターのことをご存知の方手をあげてください。（多数の挙手に満面の笑顔）今日は介

護予防センターの CM に参りました。」 

 そんな元気な一声から講義が始まりました。 

  

 家族の形の変遷について・・・家族数と高齢化率 を人気のアニ

メをもとに解説 

 ○サザエさん一家（波平ら７人家族） 

１９５４年 調査 高齢化率４，６％ 

 ○ちびまるこちゃん一家 

１９８６年 (友蔵じいさんら６人家族) 高齢化率７，１% 

 ○核家族化 クレヨンしんちゃん（４人）、現在の 高齢化率は 

平成２３年で２３％を越えています。 

 

 このように家族数は著しく減尐しています。 

 ひと昔前は家族間で役割が決まっており、買い物や食事の仕度、力仕事など各々が分担して、お年寄り

にも子守りなどがあり、家族が助け合って生きてきました。 

 今は独居の高齢者も多く一人でその労力すべてを担って生活せざるを得ない状況です。 

 手稲区の場合、高齢化率は平成２３年度２１％です。 

そのうち８割が要支援、要介護認定を受けていない元気な高齢者です。 

 そして元気のない高齢者《二次予防高齢者》の方も５％おられます。こういった方に情報をお知らせす

ることも予防センターの役割です。 

  

 総合相談支援、介護予防事業の実施、啓発をしておりますのでまずは区内のセンターや各種予防教室な

どにお気軽にご参加ください。 

 

       ＊   ＊   ＊ 

 数字をもとに大変内容の濃い、重いテーマでしたが知り得たものが多い講義でした。 

その後の質疑応答で「どの教室も女性の方が過半数です。男性の方も参加してください」の呼びかけに当

会員より「新聞紙を丸めたチャンバラなどがあれば面白

いのだが」との声が上がりました。確かに競争社会を生

き抜いてきた人たちには順位やゲーム性があればそれが

活力になって参加する人も増えるだろうと私には思われ

ました。 

 私も目的地のないウォーキングマシンよりも缶けりを

したいと思いました。 

（文責 高木秀子） 

第 61 号 

平成 25 年 1 月 9 日 

手稲郷土史研究会会報 

次回の予定 

次回（2 月 13 日）は、鈴木清士副会長

の研究発表「軽川小訓導岩田利雄の歩み」

と研究グループ「『手稲ふるさと文芸』を

探る会」の研究報告を予定しております。 

会場は、視聴覚室です。 



第 80 回（平成 24 年 12 月 12 日）定例会の学習会資料 

第 6回歴史年表 学習会資料より 

資料提供：茂内義雄氏 
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